
て
い
た
だ
け
る
と
の
感

触
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
関
東
支

部
と
話
し
合
い
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

そ
の
後
の
審
議
に

て
、決
議
事
項
は
原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（令和元年11月1日現在） 
許可事業者数  12,055名（前月比 −34名）

（特別区、武三11,652名  北多摩154名  南多摩249名）

傘下事業者数  11,730名（前月比 −31名）
（特別区、武三11,331名  北多摩151名  南多摩248名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

ま
だ
と
50
％
を
切
る
よ
う
な
非
常
に
悪
い
結
果

と
な
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部

長
名
で
関
東
運
輸
局
へ
以
下
の
内
容
（
一
部
抜

粋
）で
要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
地
図
は
タ
ク
シ
ー
業
務
の

実
務
に
お
い
て
必
要
か
つ
十
分
な
地
図
と
し
て
タ

ク
シ
ー
業
界
で
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

索
引
に
掲
載
の
な
い
施
設
の
出
題
は
、著
し
い
難

問
で
あ
り
、個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
の
遂
行
に
必
要

な
地
理
と
は
言
い
難
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
過
去

の
受
験
者
と
の
公
平
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、今
回

の
受
験
者
は
過
去
の
受
験
者
に
比
べ
著
し
く
不

利
益
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、追

試
験
を
行
う
な
ど
の
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。ま

た
、個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
の
遂
行
に
必
要
な
地
理

と
は
言
い
難
い
、タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
地
図
の
索
引

に
無
い
施
設
の
出
題
は
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。」

　

さ
ら
に
、別
の
設
問
の
中
に
幹
線
道
路
の
主
な

経
由
地
を
選
択
す
る
問
題
に
つ
い
て
、解
答
の
選

択
肢
に
複
数
の
正
解
が
考
え
ら
れ
る
点
を
指
摘

し
、受
験
者
に
不
利
益
と
な
ら
な
い
措
置
を
お
願

い
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、要
望
通
り
措
置
を
行
っ

　

理
事
会
冒
頭
、秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界

を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
な
話

が
あ
り
ま
し
た
。

地
図
の
索
引
に
無
い
施
設
の
出
題
等

受
験
者
救
済
を
要
望

　

11
月
10
日
に
実
施
さ
れ
た
東
京
都
特
別
区
武

三
交
通
圏
個
人
タ
ク
シ
ー
の
地
理
試
験
で
、タ

ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
都
内
交
通
案
内

地
図
の
索
引
に
掲
載
が
な
い
施
設
が
６
カ
所
も

出
題
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
索
引
に
掲
載
が

な
い
施
設
が
１
カ
所
程
度
出
題
さ
れ
る
こ
と
は

あ
っ
た
も
の
の
、今
回
の
よ
う
な
試
験
の
結
果

に
響
く
よ
う
な
事
態
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
験
者
は
こ
の
地
図
を
基
に
勉
強
を
し
て
い
る

の
で
、今
回
の
地
理
試
験
の
合
格
率
は
こ
の
ま

地
理
試
験
に
つ
い
て

関
東
運
輸
局
に
要
望
書
提
出

場
　
　
所

日
個
連
会
館

決
議
事
項

① 

令
和
元
年
度
上
期
事
業
報
告
並
び
に
決
算

報
告
承
認
の
件

②
健
康
管
理
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
件

③
会
員
の
処
分（
案
）承
認
の
件

開
催
日
時

11
月
20
日（
水
）
午
後
１
時

第
57
回
　
理
事
会
の
焦
点

上期決算報告は全員賛成で可決承認された

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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受
賞
者
の

声

国
人
旅
行
者
の
来
訪
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
や
多
言
語
で
の

表
記
や
案
内
に
よ
る
不
安
の
解
消
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
な
ど
、訪
日
外
国
人
旅

行
者
が
快
適
で
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
に
移
動
で

き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
諸
施
策
の
推
進
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、自
動
車
に
関
わ
る
各
分
野
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。本
日
受
賞
さ

れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

志
村
昌
彦
さ
ん

東
個
協
・
文
京
第
一
支
部

　

運
転
手
と
し
て

仕
事
を
す
る
時
は
、

いつ
も
平
常
心
で
運

転
す
る
事
を
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
位
な
ら
、今
日
は
仕
事

に
出
な
い
、仕
事
を
止
め
て
帰
る
…
そ
の
気
持

ち
が
こ
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
「
運
転
が
上
手
い
ね
」「
い
つ
も

は
酔
っ
ち
ゃ
う
の
に
、君
の
運
転
だ
と
大
丈
夫

だ
っ
た
よ
」と
言
わ
れ
る
と
、と
て
も
う
れ
し
く

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。こ
の
受
賞
を
今
ま

で
毎
日
の
よ
う
に
「
気
を
つ
け
て
」と
玄
関
か

ら
送
り
出
し
て
く
れ
た
家
内
に
、感
謝
と
と
も

に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣
　
式
辞

　

公
共
交
通
機
関
と
し
て
国
民
の
皆
様
の

日
々
の
生
活
や
地
域
の
観
光
を
支
え
て
い
る

タ
ク
シ
ー
業
界
の
皆
様
は
、こ
れ
ま
で
自
動
車

業
界
各
分
野
に
お
い
て
、長
年
に
わ
た
り
大
変

な
ご
活
躍
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
献
身
的
な
ご
尽
力
と
そ
の
ご
功
績
に
対

し
ま
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

今
日
、わ
が
国
の
自
動
車
保
有
台
数
は
約

八
千
二
百
万
台
に
の
ぼ
り
、自
動
車
は
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

移
動
手
段
と
し
て
、ま
た
物
流
の
面
に
お
い
て

も
わ
が
国
の
社
会
経
済
活
動
の
基
盤
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。他
方
、少

子
高
齢
社
会
の
到
来
や
技
術
革
新
の
一
層
の

加
速
化
な
ど
、自
動
車
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
情

勢
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、こ
れ

ら
は
自
動
車
業
界
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も

大
変
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、そ
の
よ

う
な
変
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、自
動
車
交
通
に

と
っ
て
最
重
要
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
安
全
・
安

心
の
確
保
」を
軸
に
、事
業
用
自
動
車
の
安
全

対
策
の
推
進
や
自
動
運
転
技
術
の
開
発
、実
用

化
促
進
な
ど
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、自
動
車
運
送
業
に
お
け
る

人
手
不
足
や
長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
た
め

に
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、適
正

な
運
賃
の
実
現
を
は
じ
め
、取
引
環
境
の
適
正

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

明
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
は
、多
く
の
訪
日
外

佐
治
英
行
さ
ん

東
個
協
・
荒
川
支
部
　

　

こ
の
よ
う
な
輝

か
し
い
賞
を
い
た
だ

き
、ま
ず
は
申
請

等
で
お
世
話
に
な
っ

た
支
部
の
事
務
長

並
び
に
事
務
員
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
る
と
、今
ま
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
人
生
は

長
い
年
月
を
感
じ
ま
す
が
、日
々
充
実
し
て
い

ま
し
た
。良
い
仲
間
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。運
転
の
際
に
は

「
急
が
ず
焦
ら
ず
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、そ
し
て
無

事
故
・
無
違
反
・
ト
ラ
ブ
ル
無
く
を
心
に
刻
ん
で

出
庫
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
動
車
関
係
功
労
者

大
臣
表
彰

令和
元年

先
陣
を
切
る
業
界
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　

10
月
31
日
（
木
）午
前
11
時
よ
り
、
国
土
交
通
省
共
用
大
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
元
年
自
動
車

関
係
功
労
者
大
臣
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、晴
れ
の
受
賞
を
果
た
し

た
佐
治
英
行
さ
ん
（
東
個
協
・
荒
川
支
部
）と
志
村
昌
彦
さ
ん
（
東
個
協
・
文
京
第
一
支
部
）の
喜
び
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。
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都
営
協・交
友
支
部
　

野
嵜
正
彦
さ
ん

　

特
に
交
通
共
済

に
お
い
て
事
故
や
違

反
に
対
す
る
様
々

な
事
を
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、日
頃
か
ら
法
令
順
守

を
心
が
け
、一
時
停
止
時
の
確
実
な
停
止
な
ど
、

か
も
し
れ
な
い
運
転
や
危
険
予
測
の
実
行
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。普
段
か
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

家
族
や
支
部
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
交
通
共
済
の
皆

さ
ん
な
ど
、全
て
の
方
々
に
感
謝
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
個
協・荒
川
支
部
　

大
藤
隆
幸
さ
ん

　

法
人
15
年
、
個

人
に
な
っ
て
36
年
に

な
り
ま
す
。
出
庫

す
る
時
は
、い
つ
も

絶
対
に
事
故
や
違
反
を
し
な
い
よ
う
に
と
神
様

氏
名 

所
属
団
体 

享
年 

病
名

海
保 

厳 

（
東
個
協
・
大
田
第
一
） 

68 

膀
胱
癌

藤
代 

龍
夫 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
一
） 

67 

大
腸
癌

貴
志 

公
信 

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
） 

71 

肝
臓
癌

横
山 

喜
久
雄 （
東
個
協
・
新
東
京
） 

71 

肺
癌

水
野 

光
夫 

（
東
個
協
・
新
東
京
） 

67 

大
動
脈
解
離

村
上 

雅
英 

（
都
営
協
・
浮
間
） 

69 

不
明

小
林 

進 

（
都
営
協
・
江
東
） 

69 

肺
癌

神
戸
　
勝
美 

（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
） 74 

不
明

堀
口
　
政
男 

（
都
営
協
・
東
京
西
北
） 

80 

癌

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
10
月

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 令和元年10月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 城北支部 Ｔ・Ｙ R1.8.29 港区新橋2-17 乗禁地区営業
表示灯使用停止
換金停止

都営協 東京相互支部 Ｓ・Ｔ R1.8.30 港区新橋2-17 メーター操作
不適切

表示灯使用停止
換金停止

※処分事案は会員団体に処分を要請し、令和元年10月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

令和元年9月 12 2 0 14

■会員の処分等に関する規則に基づく処分状況	
会員 団体名 氏名 発生日 対象行為 処分内容

都営協 石神井支部 Ｎ・Ｈ R1.10.9 優良タクシー乗り場不正入構 過怠金7万円

※「発生日」は、発生日もしくは発覚日

受
賞
者
の

声

に
誓
う
よ
う
な
気
持
ち
で
仕
事
に
向
い
ま
す
。

こ
う
し
て
受
賞
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

や
っ
と
一つ
の
階
段
を
登
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。今
ま
で
の
長
い
タ
ク
シ
ー
人
生
を
支
え
て
く

れ
た
妻
に
感
謝
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
（
順
不
同
）

・
三
浦
康
之
さ
ん	
（
東
個
協
・
荒
川
支
部
）

・
大
藤
隆
幸
さ
ん	
（
東
個
協
・
荒
川
支
部
）

・
齊
藤　

保
さ
ん	

（
東
個
協
・
葛
飾
第
二
支
部
）

・
中
澤　

豊
さ
ん	

（
東
個
協
・
都
心
支
部
）

・
高
品
文
雄
さ
ん	

（
東
個
協
・
練
馬
支
部
）

・
安
藤
幸
夫
さ
ん	

（
都
営
協
・
板
橋
支
部
）

・
丸
山
光
明
さ
ん	

（
都
営
協
・
亀
戸
支
部
）

・
野
嵜
正
彦
さ
ん	

（
都
営
協
・
交
友
支
部
）

・
石
川
栄
一
さ
ん	

（
都
営
協
・
双
和
支
部
）

・
金
井　

昇
さ
ん	

（
都
営
協
・
東
京
相
互
支
部
）

・
松
田
浩
一
さ
ん	

（
都
営
協
・
四
○
支
部
）

・
杉
山
ト
ミ
子
さ
ん	（
多
摩
個
連
）

受賞者には後日賞状が贈られた

令
和
元
年
11
月
30
日
更
新
者

の
皆
さ
ま
へ

期
限
更
新
申
請
書
提
出
後
の

道
交
法
違
反
等
報
告
の

徹
底
に
つ
い
て

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

期
限
更
新
申
請
の
際
に
添
付
し
た
運

転
記
録
証
明
書
の
証
明
期
間
以
降
、更

新
期
限
満
了
日
（
11
月
30
日
）ま
で
の

間
に
、新
た
な
道
路
交
通
法
の
違
反
等

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、宣
誓
書
に
基
づ

き
、行
政
当
局
に
対
し
て
直
ち
に
報
告

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
過
去
に
お
い
て
、こ

の
報
告
を
怠
っ
た
こ
と
が
発
覚
し
、当

該
事
業
者
及
び
所
属
団
体
長
が
顛
末
書

の
提
出
を
求
め
ら
れ
る
事
案
が
多
数
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、令
和
元
年
11
月
30
日
付
期
限

更
新
者
に
つ
き
ま
し
て
、期
限
更
新
の

処
分
が
行
わ
れ
ま
す
が
、新
た
な
道
路

交
通
法
の
違
反
等
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、直
ち
に
報
告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

関
東
運
輸
局
長
表
彰

自
動
車
運
送
事
業

運
転
者
表
彰

　

10
月
25
日
（
金
）に
予
定
さ
れ
て
い
た
関
東
運
輸
局
に
よ
る
「
令

和
元
年
自
動
車
運
送
事
業
運
転
者
表
彰
式
」は
、
台
風
19
号
に
よ
る

影
響
で
や
む
な
く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
個
人
タ
ク
シ
ー
部
門
で

は
、
15
名
（
東
京
12
名
、
神
奈
川
１
名
、
埼
玉
２
名
）が
受
賞
さ
れ
後

日
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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明
治
通り

六本木通り

渋谷警察署

JR線

青山
通り

（国
道246号

）

⬅三
軒茶
屋

渋谷駅
六本木➡

渋谷入口
（下り）

3

並木橋交差点

渋谷二丁目交差点

青山学院前交差点

明治通り
並木橋交差点より
渋谷二丁目交差点へ

青山通り
青山学院前交差点より
渋谷二丁目交差点へ

中
央
環
状
線

中
央
環
状
線

小松川線小松川線

⬆埼玉方面

⬇湾岸線方面

※従来右側にあった
　小松川出口を
　左側に付替えしました。

⬅都心方面

千葉方面➡

中環
小松川
料金所

中環小松川入口
（C2中央環状線埼玉方面）

新
設

新設　連結路

新設　連結路

小松川出口廃
止 小松川出口付

替荒 

川
中 

川

小松川入口
（都心方面）

C2

7

××××××

名称 所在地 再開日

国立競技場 新宿区霞ヶ丘町10-1他
令和元年12月
建替えが完成し営業再開

名称 概要 所在地 開始日

コレド室町テラス
（日本橋室町三井タワー内）

日本橋室町三井タワー内にコレド室町テラスがオープン。地下1階、1階、
2階の3フロアに、こだわりの食・コト・モノが楽しめる31店舗が登場する。

中央区日本橋室町2-2-1 令和元年9月

ホテルJALシティ東京 豊洲
話題の「豊洲市場」の最も近くに位置し、東京駅・成田空港・羽田空港か
らのアクセスも良好で観光やビジネスの拠点に最適。

江東区豊洲6-4-20 令和元年12月

レムプラス銀座
株式会社阪急阪神ホテルズの宿泊主体型ホテル「レム」の新ブランド1
号店となる「 レムプラス銀座」が開業。

中央区銀座8-11 令和元年12月

名称 新所在地 旧所在地 移転日

スヌーピーミュージアム 町田市鶴間3-1-1 港区六本木5-6-20 令和元年12月

地図 名称 概要 変更日

小松川JCT開通

小松川JCTでは中央環
状線の埼玉方面と小松
川線の千葉方面のアクセ
スが可能となり、所要時
間の短縮、周辺道路の混
雑緩和等が期待される。

2019地図
　P145-J-1～ K-1

令和元年12月

【料金所定期点検に伴う通行止めについて】
渋谷入口（下り）料金所は、１レーンでの運用となります。そのため、定期点検を行う際は、
入口を通行止めとします。定期点検については、月に一回（毎月第二日曜日の夜間時間帯）
実施します。※予定が変更となる場合もあります。

渋谷入口（下り）
開通

渋谷駅周辺・六本木エリ
アから郊外方向へのアク
セス性が向上するととも
に、大橋ジャンクションを
経由して中央環状線への
アクセスも可能となる。

2019地図
　P155-Ｉ-5

令和元年12月

【移 転 】

地理モニター報告�

【 そ の 他 】

【 道 路・橋 等 】

【 新 施 設 】
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■携帯メールによる情報伝達システムに未登録の方は toroku@tokokyo.jp へ空メールを送信してください。




